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平成２４年度 第３回 橿原市男女共同参画審議会会議録 

 

日   時  ２０１３（平成２５）年２月１４日（木） 午後２時～３時３０分 

 

場   所  橿原市役所 西棟４階 第１会議室 

 

出席委員  桐山吉子委員、島由美子委員、島本郁子委員、西仲光弘委員、西本豊繁委員、 

槇村久子委員、桝谷佐千代委員、松尾高英委員、本塚操委員、吉本光男委員 

欠席委員  北場好美委員、吉村章委員                       （五十音順） 

 

出 席 者  岡崎副市長、本教育長、竹林市民文化部長、福井市民文化部副部長、宮橋危機管理課

長、森嶌人事課長、西井企画政策課長、松村市民協働課長、岡産業振興課長補佐、藤井

子育て支援課長、吉田健康増進課長、安田長寿介護課長補佐、井原学校教育課長補佐、

大口人権教育課長、木村社会教育課長 

 

事 務 局   村井人権政策課長、卜部人権政策課長補佐、中川人権政策課男女共同参画係長、大場主

査、㈱オフィス・オルタナティブ（委託業者） 

 

傍 聴 者  なし 

 

議   題  ①パブリックコメントの結果について 

        ②「橿原市男女共同参画行動計画（第２次）改訂版」素案の確認について 

③「橿原市男女共同参画行動計画（第２次）改訂版」名称について 

 

((((司会司会司会司会))))    

【【【【副市長挨拶副市長挨拶副市長挨拶副市長挨拶】】】】    

【【【【資料確認資料確認資料確認資料確認】】】】    

（（（（議長議長議長議長）））） 

議題１から３がございますけども、まず１の「パブリックコメントの結果」についてから始めさせて

いただきます。では、事務局よりご説明お願いします。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

【【【【①①①①パブリックコメントパブリックコメントパブリックコメントパブリックコメントのののの結果結果結果結果についてについてについてについてのののの説明説明説明説明】】】】 

（（（（議長議長議長議長）））） 

ありがとうございました。パブリックコメントでいただいたご意見や修正された箇所をご説明いただきました。

皆様方からご質問やご意見がございましたらお願いしたいと思います。ＤＶに関係するご意見が多いようで

すがいかがでしょうか。橿原市ではパブコメは２１日から２８日の１週間くらいのものですか。暴力に関係する

ところのご意見が多かったようです。追記したものや少し文言を変更等したものもあります。 

「配偶者等」の「等」についてご意見をいただきましたが、「配偶者」の中に色々と含まれているということで

国の定義に合わせています。市民の方に詳しく見てもらってご意見をいただいて嬉しいですね。説明の中
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になかったところについては、どういう対応になっているのか事務局から説明をお願いします。意見の１５の

ところは文言を追加しているのですか。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

１５の意見につきましては、７９ページの主な事業「保育・教育に携わる職員、保護者への研修」の 

事業内容の中に「保護者への研修」が記載されておりませんでしたので、「保護者に対して学習機会を

提供します」といった文言を追記させていただきました。 

（（（（議長議長議長議長）））） 

よろしいでしょうか。それでは、議案２の「橿原市男女共同参画行動計画（第２次）改訂版」素案の確認に

ついて審議をしたいと思います。事務局よりご説明をお願いいたします。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

【【【【②②②②「「「「橿原市男女共同参画行動計画橿原市男女共同参画行動計画橿原市男女共同参画行動計画橿原市男女共同参画行動計画（（（（第第第第２２２２次次次次））））改訂版改訂版改訂版改訂版」」」」素案素案素案素案のののの確認確認確認確認についてについてについてについてのののの説明説明説明説明】】】】    

（（（（議長議長議長議長）））） 

 ありがとうございました。最後に説明のあったコラム欄と活動紹介とは、広報誌に載っている概要のことで

すか。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

 行動計画の中に、主な事業として、それぞれ具体的施策を記載させていただいておりますが、その欄の

下に、市民の方々に分かりやすいように、実際に取り組まれている方々の具体的な活動事例などを掲載さ

せていただきたいと考えております。 

（（（（議長議長議長議長）））） 

 わかりました。ありがとうございます。今、具体的に改訂版素案のご説明をいただきました。計画全体につ

いては、委員の皆さんのご意見をいただいているという前提なのですか。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

    この４章につきましては、前回槇村会長から計画を推進していくための方策を載せる必要があるとご指摘

いただいたので、この４章を付け加えまして、今回新たに皆様に見ていただいているという形になります。 

（（（（議長議長議長議長））））    

    どういう風に進めていくかというのが計画では大事ですから、それを第４章として書いていただいたというこ

とです。２９年度を目標値ということで色々と数字を挙げていただいていますが、こういう風な目標にしましょ

うというのは前回議論をしたでしょうか。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

 前回は、５年後の目標値を挙げておりませんでしたので、今回初めて委員の皆様方には見ていただく形

となっております。 

（（（（議長議長議長議長））））    

ご意見は、何かございますか。 

（（（（委員委員委員委員））））    

６８ページと６９ページのところについてです。まず６８ページの「男女の地位の平等感」は市民が感じて

いるマーケット調査の結果ですよね。本当に平等だと思うように、２０％という目標値をもう少し上げておいて

も良いんじゃないかなと思います。「市職員の管理職に占める女性の割合」を３０％に設定するのは良いと

思います。６９ページの「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）という言葉の認知度」が５０％ですけど、

これももっと上げても良いんじゃないかと思います。それから「市男性職員の育児休業取得率」が５％です

けど、国の目標基準値はどうなのでしょう。１００％というわけにはいかないですよね。それは分かるのです
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けど、どれくらいを目標にするのか。ちょっと低いのかなと思ったりします。もう１つは、「子宮がん検診の受

診率」ですけど、アメリカでは９５％です。ですから、３１％というのはどこから出してこられたのか。赤ちゃん

まで入ってないと思うのですけどね。先進諸国の中では日本は２０％程度で、２０歳ぐらいは５％ぐらいしか

ありませんが、一番子宮頸がんの発症率が高いのは２０歳から３０歳のところです。ですから、この目標値を

１００％とまではいかなくても、欧米並みに９５％以上というように目標をもうちょっと高くされても良いんじゃな

いでしょうか。以上です。 

（（（（議議議議長長長長））））    

そういうところで推進委員の方で何かご説明がありましたらどうぞ。 

（（（（人事課長人事課長人事課長人事課長））））    

    今、ご質問がありました６８ページ、基本目標Ⅱの「市職員の管理職に占める女性の割合」につきましては、

基本的に男性と女性の職員比率が７対３ぐらいとなっております。その３割が女性ですので、管理職も３割

を目指すということで大丈夫です。 

 次のページ、６９ページの基本目標Ⅲの「市男性職員の育児休業取得率」の話が出ました。平成２４年度

４．０％とあります。男性２０人ぐらいが対象で、たまたま取得者が１人だけでした。このところ毎年１人ずつく

らいは出ています。取得者が１か０かによってもかなり比率が変わってくるので、この目標値は、別に定めて

おります橿原市特定事業主行動計画の目標値が５％ということで、それに合わせました。ただ委員さんがお

っしゃるように、もっと上げておいた方がという気持ちは分かります。 

（（（（委員委員委員委員））））    

 それだと確かに数字を上げるのは無理かも分かりませんね。例えば子どもを持つ若い男性の比率にもよ

るかもわかりませんよね。全体の男性職員の中の数％だったら、さらに取得率が低くてもしょうがないと思い

ますけどね。国の基準がどんなものなのか、コメントがついているのか、またあとで機会があれば教えてくだ

さい。「子宮がん検診の受診率」はどうされますか。 

（（（（健康増進健康増進健康増進健康増進課長課長課長課長））））    

 ただ今、ご指摘の件につきましてお答えさせていただきます。まず委員、ご指摘のように欧米諸国では

「子宮がん検診の受診率」は非常に高くなっています。我々健康増進課も非常に問題意識を持っておりま

して、毎年啓発に取り組んでおります。本年、平成２４年度に第２次の健康かしはら２１という次期健康増進

計画を取りまとめており、その中で目標値を３１％としています。国が作っている健康日本２１でも次年度以

降の目標値を１０％程度上げるということを目標にしています。もちろん委員がおっしゃるように高い率に越

したことはないのですが、現実的な問題といたしまして、１年間に１％程度ずつしか上がってこないというの

が現状でございます。 

（（（（委員委員委員委員））））    

 目標値との間にギャップがあるとあとで困るんですか。私は 100％にしておいた方が良いと思います。 

（（（（健康増進健康増進健康増進健康増進課長課長課長課長））））    

委員がおっしゃる通り 100％に近いということが一番望ましいことであると思います。ただ、現実的な問題

としまして達成可能な目標を挙げるというのが、我々としても着実な方向で進めていきたいという思いがござ

いますので、ご理解の程お願いしたいと思います。 

（（（（議長議長議長議長））））    

橿原市の健康かしはら２１に沿っているということですね。 

（（（（健康増進健康増進健康増進健康増進課長課長課長課長））））    

 そうでございます。 
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（（（（議議議議長長長長））））    

他にございませんか。某市が男性職員の育児参加促進のハンドブックを作りました。例えば、配偶者の

出産休暇や、こういう場合は何日取れる、有休がどうなる、昇給がどうなる、といった制度があるということは

あまり知られていなかったりします。段々子どもさんが産まれる世代が少なくなれば、人口自体が少なくなり

ますので大事な取組だと思います。他はよろしいでしょうか。男女の地位の平等感はもうちょっと増えたら良

いのですが、計画策定時の２４年度がすごく低い数字ですので、ここから上げていこうということになってお

ります。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

 直近の２４年度のアンケート結果がこの数字になっておりますので、そこからちょっと上げるということで２

０％という目標値なのです。もう少し頑張れということでしたら、上げさせていただきたいと思います。そうす

ると３０％ぐらいでしょうか。それから６９ページの１番上のワーク・ライフ・バランスという言葉の認知度が５

０％以上というのは国の第３次男女共同参画基本計画の目標値を参考にしているのですが、これももう少し

上げた方がよろしいでしょうか。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 私はワーク・ライフ・バランスという言葉の認知度は意外と高いと思うのです。他市ではこんなに高くない

ので。これは何でこんなに高いのかなと思ったぐらいです。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

 他と比べて橿原市が現在２４年度の割合は高いということなので国を参考にしないで、もうちょっと上げま

す。では７０％ぐらいですか。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 男女の地位の平等感と比べると高いですね。男女の地位の平等感はあまりに低すぎます。 

（（（（委員委員委員委員））））    

 平等感は５０％ぐらいでも良いと思います。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 他にご意見はよろしいでしょうか。進行管理のところでＰＤＣＡの回し方を書いている市もあります。調査し

て数字を把握した後にどうするか。何かお考えはございますか。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

数字で出る分もあるんですけども、事業の進行状況ということで、今までの計画の評価はＡＢＣを担当課

がつけていました。その評価の仕方に、推進委員会や審議会の中でも異論が出ておりました。今現在新し

い計画についてＰＤＣＡサイクルをどのようにするかはきっちりまだ考えていませんので、今後考えるというこ

とでよろしくお願いします。 

（（（（議議議議長長長長））））    

ＰＤＣＡを作ることで、推進委員会や担当者作業部会で具体的に回ると思います。 

（（（（委員委員委員委員））））    

 「乳がん検診の受診率」は現在の２０％で良いと思うのですけど、乳がんの発生率のピークは４０歳までの

若い人なのです。子宮頸がんも３０歳、４０歳がピークなのです。ですから、その年齢の人の１００％が検診

を受けるくらいの工夫があっても良いかなと思います。どういう風にしたら上げることができるか、もし講演す

るだけで上がるのであれば私は協力します。年齢別でも良いかなと思います。女性の４０歳は特に危ない

ので。 

（（（（議議議議長長長長））））    
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 ありがとうございます。５４ページからの基本目標Ⅳ、（９）-３の「生涯を通じての心身の健康づくり支援」に

ついて教えていただけますか。 

（（（（健康増進健康増進健康増進健康増進課長課長課長課長））））    

    生涯の健康づくりの支援ということで、５７ページのところに書かれている内容につきましては、現在健康

部で取り組んでいる内容と、文化・スポーツ課、もしくは教育委員会で取り組んでいる内容でございます。

主に我々健康部の中では、健康増進課が検診事業を実施しております。検診事業だけではなくて健康教

育と言われるいわゆる健康に意識を向けるための事業を展開しております。その中にご指摘のような講演

等の事業内容を追加して実施していきたいと考えております。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 乳がんや子宮がんの受診率を目標値に挙げていますが、乳がんや子宮がんの検診事業は入っていない

のですか。 

（（（（健康増進健康増進健康増進健康増進課長課長課長課長））））    

    こちらには生涯に渡った健康づくりについての各種教室であるとか、健康相談の内容を書いております。

主にがん検診と言われておりますものはここには列挙されておりません。がん検診につきましては、成人保

健事業の方で実施しておりますので、その他の中で、相談事業、健康教育の分野だけが記載されておりま

す。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 ５７ページの主な事業の一番上にある「人生の段階に応じた健康診査や検診の実施」に含まれていると

いう解釈ですか。 

（（（（健康増進健康増進健康増進健康増進課長課長課長課長））））    

 その中に含まれております。端的に子宮がんや乳がんだけの受診率を検診のところで挙げている訳では

ございませんので、もちろんがん検診全てにつきましては大腸がんや肺がんもございますので、それらを含

めて検診の実施の中に含めてございます。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 わざわざ５５ページに「子宮がん・乳がんの受診率の推移」があるので、事業としてやっているということを

入れておかないと目標値との関係が分かりにくいのではないでしょうか。人生の段階に応じた健康診査は

膨大にあるんですけども、特に女性にとっては重要な項目であるということで、そういう言葉自体を入れてお

いた方が良いのではないでしょうか。 

（（（（健康増進健康増進健康増進健康増進課長課長課長課長））））    

 もちろん乳がんや子宮がんも含めた形で、検診や健康診査を実施しておりますので、乳がんや子宮がん

に限定したものではないということで言わせていただいたつもりでございます。乳がんや子宮がんは女性に

とって非常に大きな病気であるということは我々も認識しておりますので、特にそれだけを取り出した形で列

挙することも必要ではないかとも考えております。人生の色んな段階で色んな病気にかかるわけですけれ

ど、その中でやはり男女とも健康に過ごしていただくためには早いうちから検診の受診を我々としては勧奨

していきたい、とそういうことでこちらには検診であるとか健康診査ということで出させていただいておりま

す。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 十分にわかっているのですが、男女共同参画の行動計画においては、今説明された言葉を入れた方が

分かりやすいし、それがないと一般化してしまっているのではないでしょうか。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    
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 人権政策課と健康増進課で、言葉をこの中に入れるか、項目をもうひとつ入れるか調整したいと思いま

す。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 一般のがん検診を言っているのでなくて、乳がんと子宮がんのことで、それは男女の健康の項目にとって

は非常に重要であるという言葉が入っていないことが少し奇異だなという風に言っているのです。 

（（（（委員委員委員委員））））    

ここに目標値を作っていただいたのは大変嬉しく、ありがたいです。乳がんの場合、毎年２万人も死にま

すし、４０歳代の人の発生率がすごく高いので、若い人はとにかく認識して受診をするように啓発するような

ものがあればありがたいなと思います。もちろん男性もがんになります。ただ女性の死因の１位は乳がんや

肺がんです。子宮がんは検診を受けるようになってから低くなり、６番目か７番目です。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 他はいかがですか。計画は整合性がとれていることが大事です。ここに書かれていることがどういう風な数

字で挙がっているか、それをどういう風に進めていくかが計画です。他にご意見はございませんか。今日で

最後なのでまとめたいと思います。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

    子宮がんと乳がんのところで、４０歳代と年代別に出ると聞いておりますので、年代別で推移を挙げさせて

もらおうかなと話はしています。それともう１点、「人生の段階に応じた健康診査や検診の実施」のところで、

子宮がんと乳がんという文言を追加しようかと今話しています。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 言葉さえ入っていれば良いと思います。主な事業でも事業内容でも入れていただければ。 

（（（（委員委員委員委員））））    

    ６９ページの子どもや若者に向けた啓発が、各校１年に１回となっていますよね。気になったのは、中学校

だけが対象なのかということです。小学校の高学年になりますと、興味本位で喫煙をしたり、薬物などに少

し手を染めかねないことがあるのかなと思います。それが一律に中学校だけが対象で各校１年に１回で、５

年スパンで最終目標が年に３回啓発できたらとなっていると思うのですが、薬物で人生を終えるようなことも

ありますので、このへんをもう少し最終目標は年６回とか、２ヶ月に１回にして警鐘を鳴らすことが大事だと思

うんです。それと、先ほど言いましたように小学生の高学年になりますと、そういうところに手を染めることもあ

るので、一律にするのではなくて、啓発の部分を細かく分けたら良いのかなと思います。 

（（（（学校教育課長補佐学校教育課長補佐学校教育課長補佐学校教育課長補佐））））    

    各校１回というのは、各小学校、中学校で年１回という意味です。小学校の高学年では命の授業もしてお

りますので。目標値は学期に１回程度でも実施していけたら良いなということで挙げております。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 ３校に１回ではなくて、１校に３回ですか。 

（（（（学校教育課長補佐学校教育課長補佐学校教育課長補佐学校教育課長補佐））））    

 そうです。１校あたりということです。 

（（（（議議議議長長長長））））    

各小中学校年１回、と書いておいた方が分かりやすいですね。 

（（（（学校教育課長補佐学校教育課長補佐学校教育課長補佐学校教育課長補佐））））    

各小中学校という形で入れていきたいと思います。保健の授業の中でもしておりますけれども、それとは

別に命の授業も年１回行っておりますので、その回数も増やすなり、喫煙防止等も小学校でも充実していき
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たいと思っております。 

（（（（委員委員委員委員））））    

 お願いします。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 はい、ありがとうございます。 

（（（（委員委員委員委員））））    

    現在、中学校でも１つの学年でしていただいているようですが、１年、２年、３年生、それぞれの段階で要

るのではないかと私は思っていたので、この各校３回というのは、各学年に１回ですかというお尋ねをしよう

と思っておりました。でも学期ごとにということで、ある学年さえ決めておいていただければ、子どもは卒業す

るまでに必ず学習をできるということになるので、増やしていただくのはありがたいなと思いました。 

（（（（議議議議長長長長））））    

他はいかがでしょうか。 

（（（（委員委員委員委員））））    

 今の話の続きなのですけど、この３回というのを回数だけでなくて、項目別になさるのかなと思ったんです。

１人の人が必ず全部の分野を教えられるわけではありませんので、性感染症や妊娠であるとか。例えば喫

煙の話をする先生が妊娠のことは分からないということも起きますよね。それぞれの専門別に３回なさるのか

なと思ったので、ちょっと解釈に違いがあります。意見として申し上げておきます。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 意見だけでよろしいですか。ではそのへんも考慮していただいて進めてください。他にはよろしいでしょう

か。 

（（（（委員委員委員委員））））    

    市民の女性の「男女の地位の平等感」が６．４％というこの意識の低さが一番の問題のような気がします。

市民がもう少し平等感を上げられるような工夫をちょっとでもしていただくことが全体の底上げになるのでは

ないでしょうか。ですから、そのための啓発活動をよろしくお願いします。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 他には何かございますか。 

（（（（委員委員委員委員））））    

 『「男女共同参画社会」という言葉の認知度』を２９年度に１００％、「市民や事業所、地域に対して男女共

同参画に関する啓発の回数」が年に３回以上と目標値を挙げていただいていますが、やはり啓発が一番大

切なのかなと思います。啓発に始まって啓発に終わるという言葉もあります。確かに男女の問題には差別

待遇、ＤＶ等色んな問題があって啓発活動も大変だと思います。共同参画社会の実現をもっと図っていく

上に置いては、国の政策等も大事なのかも分からないですけど、橿原市さんとして地域に根ざした地道な

活動としての啓発をたくさんやっていただきたい。具体的には出前教室的な各事業所への講演、そういっ

たものがあっても良いのかなと思いました。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 ありがとうございました。ちょっと分かりにくいですよね。「市民」と「事業所」と「地域」と３つあって、年に３回

以上という意味が取りにくいですね。行動計画に沿って書かれた方が計画と目標値がよく分かると思います。

実際はもっとされているのではないですか。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

 参考資料でお配りした24年度の啓発活動一覧表に記載しています。私も今改めて読んでみると、意味が
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取りにくいなと思いました。事業所とか地域での出前講座的なことは今のところしていないです。今できてい

ないということで、３回以上を目標ということで書いていますが、ちょっと分かりにくい書き方かと思います。こ

こは改めさせていただきたいと思います。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 市が出前講座をあまりやらなくても、例えば事業所に関係のある団体のところでやっていただくとか、そう

いう方法もありますよね。色んなやり方があると思うのです。他に何かございませんか。 

（（（（委員委員委員委員））））    

 実施を通して具体的にどういうことをされたのか報告がありますよね。例えば２５ページにある「様々な相

談窓口の充実」の事業内容として「各相談窓口の役割を明確化し、利用しやすいように周知を図ります」と

書いてあります。ここに書いてあることは良いことなのですけど、具体的にどういう風にしているのか、報告と

かを読んでいるだけでは分からないです。数値を５年後に上げるという目標を立てていますけど、それを上

げるために今までの５年とは違う、この５年でこういうことをやりました、新たな取り組みとしてこういうことをや

りました、というような具体的な内容を教えていただければ、やり方としてどうだろうかとか、もっと他に良い方

法がないだろうかとかいうようなことを色々と考えられると思うのですが、そういうものがないので具体的に考

えにくい、意見を言いにくいという部分があります。具体的に啓発の部分でこういう講演をしましたと報告を

いただいている部分もあるんですけれども、事業内容としてどういうことを具体的にやられているのかを分か

りやすく、どこまで細かくするか検討しながら、もうちょっと報告をいただくとありがたいなと思います。 

（（（（議議議議長長長長））））    

何か事務局からありますか。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

毎年、実施状況の報告を出させていただくのですけれども、今までの様式では確かに漠然とした書き方

で分かりにくいところもございました。今後進行管理をしていく上で、できるだけどういった内容のものを男

女共同参画として実施しているのか、分かりやすい様式を検討していきたいと考えております。またご意見

をいただけたらと思いますのでよろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 具体的な進行管理もされていると思いますので、それができたら具体的な事業名とか、何人来られたとか、

相談が何件かとか、そういうものが出てくるということです。今日の会議が最後ですので、思い残すことなく

ご意見を言っておいていただいた方がよろしいのではないでしょうか。今いただいた意見を基にして修正を

させていただきたいと思います。細かいことですので議長の私が預からせていただいて調整させていただ

きたいと思いますが、それでよろしいでしょうか。 

（異議なしの声） 

 そうしましたら、議題３「橿原市男女共同参画行動計画（第２次）改訂版」の名称でございます。これにつ

いてご説明お願いします。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

【③③③③「「「「橿原市男女共同参画行動計画橿原市男女共同参画行動計画橿原市男女共同参画行動計画橿原市男女共同参画行動計画（（（（第第第第２２２２次次次次））））改訂版改訂版改訂版改訂版」」」」名称名称名称名称についてのについてのについてのについての説明説明説明説明】 

（（（（議議議議長長長長））））    

ありがとうございます。「にじプラン－セカンドステージ－」という名称をいただいておりますが、いかがでし

ょうか。これはこの審議会委員のどなたかからいただきました。素敵な名前をいただきましてありがとうござい

ます。 

（（（（委員委員委員委員））））    



 ９

 事務局からは「にじプラン」という名前を変えたいというご提案だったのですが、せっかく「にじプラン」とみ

んなが思っているので、事務局の方、市の方もそうだし、市民の我々も１つステップを上げるんだという意識

が要るのかなと思って提案しました。ご審議ください。 

（（（（議議議議長長長長））））    

 ありがとうございます。良い名称をいただいておりますが、いかがでしょうか。 

（異議なしの声） 

 市の方もそれでよろしいでしょうか。ではセカンドステージという意気込みを持って、ステップアップするん

だという感じで進めさせていただければと思います。ありがとうございます。それでは議事はこの３つですの

で、私の方はこれで終わらせていただきたいと思います。色々と今日細かい意見をいただきましたけど、そ

れだけ皆様方が熱心に考えていただいているということでございます。今日いただいた意見を次に実行す

る段階にして、また皆で頑張っていければなと思っています。よろしくお願いいたします。それでは私の方

はこれで終わらせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

((((司会司会司会司会))))    

 長時間に渡る熱心なご審議、また多くの貴重なご意見をありがとうございました。それでは、最後に事務

局よりご挨拶申し上げます。 

（（（（事務局事務局事務局事務局））））    

 議長をはじめ、各委員の皆様には慎重なる長時間にわたるご審議ありがとうございました。また橿原市男

女共同参画行動計画（第２次）改訂版を策定するにあたり平成２４年７月５日、１１月３０日、本日の３回にわ

たる審議会におきまして大変貴重な意見をいただきましてありがとうございます。また名称につきましても、

「にじプラン－セカンドステージ－」という名称をいただき、市の方としても第２ステップとして頑張っていきた

いと思いますので、本当にありがとうございました。また４つの基本目標の庁内推進体制を充実させまして

今後より一層頑張っていきたいと思いますので、皆さんのご尽力、ご支援をよろしくお願いしたいと思いま

す。簡単ではございますがお礼のご挨拶とさせていただきます。本日はありがとうございました。 

((((司会司会司会司会))))    

本日ご審議いただきました会議録につきましては、事務局でまとめ、委員の方全員にお送りさせていた

だきますので、ご確認のほどよろしくお願いいたします。インターネットで公開予定をしております。それで

は、本日の第３回橿原市男女共同参画審議会は、これで閉会といたします。ありがとうございました。 


